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37．6％）とわずかに減りましたが、
「300万未満」が35．2％（同28．9％）と
増えています。
　不況でますます女性の雇用は不安
定になり、収入が減少しています。
ところが夫の年収は「700万円～1000
万未満」と「1000万以上」の層が
48．4％（同34．9％）と増え、高収入
の矢が増えています。これは参加者
とその夫の年齢が高い分、夫の年収
も高いのを示していると同時に、不
況の時代、年収の高い夫婦の間でし
か離婚を考えられないとも言えそう
です。
◆離婚を本気で考えていても、別居
や離婚に踏み切れない中高年女性
　離婚話の状況については「本気で
考え迷っている」が47．7％（同40．9％）
でトップ。次いで「離婚したいが配
偶者が合意しない」17．2％（同
17．5％）、「離婚にお互い同意、条件
について話し合い中」14。8％（同
10．7％）、「家裁で調停中」11．7％（同
13．4％）となっていて、「別居」
36．7％（同43．0％）は減少していま
す。
　離婚の障害となるのはやはり「生
活力」63．3％（同67．8％）と「住居」
36．7％（同39．6％）が高い。ずっと
2位を占めていた「子ども」が35．9％
（同46．3％）と激減。年齢を反映し
てか、変わって「老後の不安」30．5％
（同21．5％）、「一人で生きる不安」
28．1％（同25．5％）、「馴染んだ生活
への未練」18．8％（同15．4％）が増え
ています。離婚を本気で考え話が進
んでいても、以前より別居にも踏み
切れない中高年夫婦は、家庭内離婚
に甘んじているのでしょうか。
離婚を考えるときの障害
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＠　　　　別居して2年2か月、現在　　　　裁判中です。子どもは独立
　　　　しています。今、基準にな
っている慰謝料の額が、あまりにも
女性に不利ではないかと思います。
離婚の原因が明らかに夫の不貞の場
合、高齢の夫婦には、年金の相当額
の分与を妻に認めるよう、社会全体
の問題関心を高めて欲しいと思いま
す。
，tAs，　　　慰謝料と年金は別の問題
　　　　で、年金は共有財産の精算
　　　　や離婚後の扶養という財産
分与のレベルの問題です。年金は、
受給権者の生活保障を目的とするか
ら、或いは不確定要素が多いから、
財産分与で精算をする対象にはなら
ないというのが、従前の判例の一般
的な流れです。
　例外的に平均余命の期間の年金額
から中間利息を控除したものを基に
して、財産分与を命じたものがあり
ますが、通常は財産分与の対象では
なく、算定の基礎事情として考慮す
るにとどめています。
　夫にはこれからも増額する年金が
あるのに、妻にはわずかな年金しか
ない、妻には資産がないが夫は婚姻
前の財産をたくさん持っている、妻
は婚姻前多額の収入を得ていたの
に、婚姻により男女の役割分担で稼
働能力を失い、今後もその状態は変
わらないという事実で、扶養的財産
分与として、夫生存中一定の金銭を
支払うよう命じた判決もあります。
しかし、離婚後の扶養はあくまでも
扶養ですから、要扶養状態にある場
合に認められるもので、妻に資産が
あるとき等は、この理屈では年金の
精算：はできないことになります。
　婚姻により、役割分担をした結果、
稼働能力に差がついた分を補償する
といつ見解もあるのですが、裁判所
の支持するところではありません。
この見解に立てば、妻に資産があり、
要扶養状態でなくても、年金も精算
の対象になることになります。
　離婚した後、夫の年金をよこせと
言わざるを得ない原因は、男女の固
定的役割分担にあります。女性も結
婚に生活保障を求めず、もう少し結
婚を純化させ、自分の口は自分で養
う生き方が求められるのではないで
しょうか。女性が一生働き続けるに
は、それなりの困難もあるのですが、
逃げていてはいつまでも女性の地位
は低いまま。女子学生に専業主婦志
向が強くなっているらしいことが、
気がかりです。
　　　　　　　弁護士　竹川幸子
　　MO6一一一6393－1331
家雷簿
公躍
第127回　神奈川
〔家族構成〕
　私
　長男
　次男
　三男
??解
????
Tさん
　　46歳（会計事務所勤務）
　　　18歳（高校3年生）
　　　16歳（高校2年生）
　　　15歳（中学3年生）
〔住居〕分譲マンション（3LDK）
?
〔支　出〕
住宅ローン
管理費
食費
給食費
光熱費
新聞代
通信費
携帯電話代（子ども）
定期代（私）
臨時交通費
塾受講料
小遣い（子ども）
医療費
保険料
娯楽費・雑費
　　　　　家計簿内訳
　　　　　（2001年1月分）
〔収入〕
給与（手取り）　　　　　　270，㎜円
養育費（元夫より）　　　　　380，000円
　　　　　　　　　　　650，000
計
※残金は貯蓄しています
87，400円
24，250円
85，788円
　4，300円
18，448円
　3，925円
11，358円
13，438円
　7，630円
ll，940円
27，350円
14，800円
　2，870円
14，316円
30，618円
358，431円
　平成元年に離婚した時は、3人の
子ども達は7歳、4歳、3歳でした。
毎日毎日が無我夢中の日々であっと
いう間の12年間でした。
　元夫からの仕送りは途絶えること
なく続いています。子どもたちには、
離婚後も人並みの生活をさせたいと
いう気持ちを矢が持っていてくれた
ので、しばらく仕事に就かず、それ
まで通りの生活が続けられました。
　ただ元夫の経営する会社の状態が
悪い時は、金額が極端に下げられる
ので、全財産が財布の中に4～5000
円という時期もありました。
　その間、まず簿記の資格を取り、
続けて宅建、社会保険労務士の資格
を取りました。少しでも収入の多い
仕事に就けるようにと必死で勉強し
ました。初めにパートでマンション
の管理人の仕事を見つけ、その後や
はりパートで社会保険労務士の事務
所に勤めました。実務を覚えるため
の仕事だったので、月に5万円ほど
しか稼ぐことができませんでした。
何とか正社員で働けるようになりた
いと、毎日求人広告で探し、タイミ
ングよく、今の税理士事務所に社労
士として採用されました。
　今は税込みで約31万円、手取りで
は約27万円の収入です。賞与は年間
約85万円です。大企業ではないので、
これから先そんなに給与が増えるこ
とはないでしょう。自分の老後のこ
とを考えると、少しでも多く貯金を
したいのですが、教育を私は一番に
考えてきたので、教育費に随分とお
金をかけています。
　ただその分生活は切り詰めていま
す。元夫からの38万円で、月々の生
活を賄い、私の収入は全て貯金する
ようにしています。上の息子二人は
私立高校なので、学費が年間180万
円かかります。交通費も年間20万円
かかります。それらは私の収入の中
から出しています。昔と違い、今の
子どもは通信費にお金がかかりま
す。その分がなければ随分と楽なの
になあと思うことがありますが、生
活がきちんと回っているということ
だけでも、本当にありがたいことだ
と思います。
　離婚後、特に子どもを連れての離
婚は、本当に大変なことです。十分
な養育費があっても、子どもたちの
心の傷は消えませんし、養育費を命
綱にしていると、足下をすくわれる
心配もあります。私もまだまだこれ
から勉強を続けて、自分の力でもっ
と安定した生活ができるよう頑張っ
ていきたいと思っています。
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　　　　　び択一要或
　　　　　　　　認話調鍮．　義，
　昨年末、「離婚・別居調査研究会」
のアンケートが送付され、皆さんに
多大なご迷惑をおかけした、その後
についてご報告します。
　このアンケートは①離婚制度の不
備を是正するため意義がある②調査
対象として私たちの会以外に適当な
会がない③同研究会のメンバーの多
くが円の知人④金住典子さんからの
依頼といった理由から協力を引き受
けたものです。
　その際、プライバシーには最大限
配慮することを条件とし、①アンケ
ート項目のチェックをこちらにもさ
せてくれること②離婚や別居という
言葉を封筒に出さないこと③名簿は
渡せないので面倒でもラベルを用意
して渡すこと等で協力したのです。
　ところが「ハンド・イン・ハンド
の会」と「離婚・別居調査研究会」を併
記するという、不注意とはとても言
えない配慮のない封筒を、こちらに
見せず無断で送付するという事態
に、私はすぐに皆さんへのお詫びの
手紙を発送し、同研究会へ抗議した
のです。
　再三言ったのに、別居や離婚前後
の就職と生活の厳しさの中では、他
人の無神経さがどんなに応えるもの
か、また家族関係に大きく響くとい
うことが、研究者にわからないとは
情けない。これからは意義のある調
査であろうと、協力することはやめ
ます。
　ここに同研究会からの正式な詫び
状と皆さんから寄せられた抗議を紹
介します。怒っている方、泣いてい
る方もいました。当然ですよね。本
当に申し訳ありませんでした。
　それにしても、226通もの回答を
お寄せ下さったのは驚きでした。1
通も来なくても当然と思っていたの
です。ありがとうございました。
〔電話で〕
■（非常に怒って）夫と同居中で、
密かに離婚に向け、準備を進めてい
たのに…。夫に知れて、離婚がうま
くいかなかったらどう責任をとって
もらえるのか。弁護士費用でも出し
てもらえるのか。あまりにも無責任。
ハンド・イン・ハンドの会の皆様へのお礼とお詫び
　先般、「離婚に伴う生活上の諸問題や制度上の不備を把握するための実態調査」
の実施にあたって、「ハンド・イン・ハンドの会」に協力をお願いしたところ、お
忙しい時期にも関わらず、多くの会員の方々にご協力を頂き、ありがとうございま
した。
　その際、送付用封筒の「差出人」については、「ハンド・イン・ハンドの会」の
単名でという約束であったにも関わらず、「離婚・別居鯛査研究会」の名称も併記
して送付してしまいました。その結果、皆様には多大なご迷惑をおかけすることに
なりました。
　当研究会としては、併記したことについての悪意は全くありませんでしたが、配
慮がなかったことを深く反省しております。
　ここに会員の皆様に謹んでお詫び申し上げます。
平成亘3年3月1日
離婚・別居制度研究会（文部省に申請した正式名称です）
メンバー
東京経済大学教授
東京経済大学名誉教授
神奈川大学教授
神奈川大学講師
墨田区役所
奥山　正司
依田　精一
川田　昇
星野　澄子
高村　弘晃
研究協力者
弁護士　下光軍二
弁護士　金住　典子
研究者と言いながら、よくこんな無
責任なことができるものだ。人の痛
みのわからない人に研究ができるは
ずがない。ハンドが名簿を売ったの
か。
■（泣きながら）帰宅したら、テー
ブルの上に封筒が載っていてビック
リした。別居が長く、6月に離婚し
たが、難しい年頃なので子どもには
まだ言っていない。子どもがポスト
から取ったんだと思う。絶対に差出
人名を見たはず、もうどうしていい
か…。離婚して住まいも別の所に移
り、心機一転と思っていた矢先にこ
んなことがあるなんて。マンション
の人にもきっと見られただろう。ハ
ンドの会に裏切られた思いがする。
■田舎なので、郵便局の人も知り合
い。封筒を見てドキつとした。
■家族が郵便物を開封し、「これは
何だ」と言われた。田舎なので、今
後配慮してほしい。
■研究会からの正式な詫び状がほし
い。出張で出かけていて、封筒を見
てびっくりした。封筒の色、大きさ、
名称が配慮に欠ける。長い間郵便受
けから出たままになっていた。一戸
建てではないので、大変迷惑をした。
■マンションなので、他の人に見ら
れることはなかったと思うが、やは
りビックリしました。今回はアンケ
ートに回答しないことにします。
〔郵便（はがきやアンケート）で〕
■アンケートの封筒を郵便で見た時
には、差出人の名称に確かにギョッ
としました。アンケートは拝見させ
て頂き、私たちの生活にとっても意
義のあるものと感じますが、今回の
差出人名称の件を実施主体の方はど
う認識されているのかわからない状
況であり、調査協力はしかねます。
　「ハンドに事後の対応を任せきり
なのか？」とその姿勢に不安を感じ
ます。当事者である研究会からも詫
び状と、その上で再度協力の依頼を
して頂ければ、安心して回答にも応
じられるのにと残念に思います。
　また、アンケート用紙の整理番号
で回答者が特定できてしまうのです
が、その意図がわからず、そのこと
も気になりました。
　個々の生活を社会的状況に引き上
げ、制度にしていく上で、実態調査
は大事なものだと思います。当事者
の生活を脅かすことなく調査研究が
為されていくことを願います。
■プライバシー及び当事者の心情に
は十分配慮をお願いしたい。ただで
さえ傷ついている人が多いのです。
■2年前に再婚しましたが、差出人
名を再婚相手の未成年の子どもの目
に触れた場合、悲しみを呼び起こす
と思います。配慮をお願いします。
■郵便物が大きくて、家の郵便受け
に入らず、下に置かれていました。
集合住宅で静かに隠れ住んでいるた
め、周りの人に見られたかと思うと
迷惑でした。
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